
議案第 24- 25 号

建  築

住 所 ・

主

氏 名

東京都町田市森野二丁目2番 22号

町田市代表者 市長 石阪 丈一

敷 地 の地名 地番 東京都町田市原町田四丁目15321番地の一部外、高ヶ坂一丁目15363番地外

地 域 ・ 地 区

第一↑亘l氏層任居専用地坂  第 -1ヽ重局度地 区 法第 22条 匹板  局 さ術l限10m
都 市計画公 園区域 内 最低敷 地面積 120ポ  宅地造成 等工事規制 区域

日影規制3h2h-1.5m

容 積 率 80   %
日影規制

5m 3    日寺間

建 ぺ い 率 40   % 10m 2    日寺間

建築物の主要用途 公共用歩廊 (エ レベーター棟 )

最高の高さ 21. 70 m

工 事 種 別 新築

構 造 。 規 模 鉄骨造 地上 2 階 。地下   階

申 請 部 分 申 請 以 外 の 部 分 計
△
口

敷 地 面 積 3, 761. 10 ポ m 3, 761, 10 ♂

建 築 面 積 31,05 ∬ m 31.05 ポ

延 べ 面 積 49. 50 ∬ m 49. 50 ♂

適 用 条 文 建 築 基 準 法 第 48条第 1項ただし書き

受 付 年 月 日 令 和 6年 8月 26日 公 聴 会 年 月 日令 和 6年 10月 2日

調 査 ヶE訳 見

本件は第一種低層住居専用地域での公共用歩廊 (エ レベーター棟)の新築に係る計画ですが、

用途が建築基準法別表第 2(い )項のいずれにも該当しないため、同法第 48条第 1項ただし書

きによる許可申請がなされたものです。

計画地である芹ヶ谷公園は、都市公園法に基づく都市計画公園や、町田市の都市づくりの基本

方針である「町田市都市づくりのマスタープラン」に示す土地利用の方向性の中で、 「都市拠点

において活用を図る公園Jと して位置づけられてお り、多くの人が、町田の多様な文化芸術活動

を豊かな自然環境にふれあい、学び楽 しむことができる芸術の社にふさわしいエ リアとされてい

ます。

芹ヶ谷公園は起伏に富んだ地形で、以前から高低差緩和について多くの地元要望が寄せ られて

いますが、今回計画する施設は都市公園法上の 「便益施設」に該当し、建設場所は、芹ヶ谷公園

のほぼ中央に位置するため、多目的広場や版画美術館など、公園内の各所にアクセスしやすく、

公園利用者及び周辺住民の方々にとって利用 しやすい場所 となるよう建設を行 うものです。

公共用歩廊 (エ レベーター棟)は、公園内の高低差を緩和することにより、高齢者や身体の不

自由な方、こどもやベ ビーカー利用者など、公園利用者及び周辺住民の移動を円滑化するために

必要不可欠なものであ り、公益上欠かせないものと考えています。

これ らを踏まえ、申請建物は、同法第 48条第 1項ただし書きにより、公益上やむを得ないと

認められるため、許可いた したい。

許 可 条 件

工事完了時に町田市長へ報告 し、当該工事が許可の内容と整合 していることの確認を
受けること。

付 近 の 状 況
(東面)

(南面)

(西面 )

(北面 )

公園 。住宅

公園・道路
|

公園 。住宅

公園



議案第 24- 26 号

建   築

住 所 ・

主

氏 名

東京都町田市森野二丁目2番 22号

町田市代表者 市長 石阪 丈一

敷 地 の地名 地番 東京都町田市原町田四丁 目15321番地の一部外、高ヶ坂一丁 目15363番地外

地 域 ・ 地 区

第一本≧低層任居専用地域 第一種高度地区 法第22条匹域 高 さ術J限 10m
都市計画公園区域内 最低敷地面積 120ポ 宅地造成等工事規制区域
日影規制3h2hl.5m

容 積 率 80   %
日影規制

5m 3    日寺間

建 ぺ い 率 40   % 10m 2    H寺間

建築物の主要用途 公共用歩廊 (エ レベーター棟 )

最高の高さ 21. 70 m

工 事 種 別 新築

構 造 ・ 規 模 鉄骨造 地上 2 階 。地下   階

申 請 部 分 申 請 以 外 の 部 分 計
△
口

敷 地 面 積 3, 761. 10 ピ m 3, 761, 10 ポ

建 築 面 積 31.05 だ m 31. 05 ポ

延 べ 面 積 49. 50 ポ m 49. 50 ポ

適 用 条 文 建 築 基 準 法 第 55条第 4項第 1号

受 付 年 月 日 令 和 6年 8月 26日 公 聴 会 年 月 日令 和 一 年 一 月 一 日

調 査 J息 見

本件は第一種低層住居専用地域での公共用歩廊 (エ レベーター棟)の新築に係る計画ですが、

計画高さが第一種低層住居専用地域の高さの限度 (10m)を 超えるため、建築基準法第 55条

第 4項第 1号による許可申請がなされたものです。

計画地である芹ヶ谷公園は、都市公園法に基づく都市計画公園や、町田市の都市づくりの基本

方針である「町田市都市づくりのマスタープラン」に示す土地利用の方向性の中で、 「都市拠点

において活用を図る公園」として位置づけられてお り、今回計画する施設は都市公園法上の 「便

益施設Jに該当するものです。        フ

芹ヶ谷公園は起伏に富んだ地形のため、計画建物は約 16mの 高低差緩和を目的としており、

最高高さが 21.70mあ ります。今回、施設を計画する建設場所は、芹ヶ谷公園のほぼ中央に

位置 し、周囲に広い空地を有 しています。また、近隣住宅からは大きく離れているため、騒音や

振動の影響はなく、エ レベーターとい う性質上、人の集中や交通量が増加するものではありませ

ん。さらに、日影についても、第一種低層住居専用地域における制限の範囲内であり、周辺の住

宅地へ及ぼす影響はありません。住宅地に対する景観や視線への配慮については、申請建物と周

辺の住宅地との間に植樹 されている樹木が目隠 しとなるよう配慮されてお り、工事にあたり伐採

が必要となる既存樹木の範囲は必要最小限にとどめ、工事完了後には植樹を行い復旧する計画と

なっています。

これらを踏まえ、申請建物は、同法第 55条第 4項第 1号により、敷地の周囲に広い空地を有

し、低層住宅に係る良好な住居の環境を害する恐れがないと認められるため、許可いたしたい。

許 可 条 件

工事完了時に町田市長へ報告 し、当該工事が許可の内容 と整合 していることの確認を
受けること。

付 近 の 状 況
(東面)

(南面)

(西面 )

(北面 )

公園・住宅

公園 。道路

公園 。住宅

公園



第四十三号様式 (第十条の四関係)(☆ 4)

許可申請書 (建築物 )

(第 一面 )

建築基準法第48条 の規定による許可を申請 します。この申請書及び添付図書に記載の事項は、事実に相
違あ りません。

特定行政庁 町田市長 様

令和6年 8月 26日

申請者氏名 町田市代表者 市長 石阪 丈一

【1.申 請者】
【イ.氏名のフリガナ】マチダンダイとョウシャ ンチョウ インサ・カ プョウイチ
【口.氏名】    町田市代表者 市長 石阪 丈一
【アヽ.郵便番号】  194‐ 8520
【二.住所】  町田市森野二丁目2番22号
【ホ.電話番号】 047(722)3111

【2.設 計者】
【イ.資格】     ( 1級  )建築士   ( 大臣 )登録第 191476 号
【口.氏名】      山崎 修一
【ハ.建 築士事務所名】 ( 1級 )建築士事務所 (東京都 )知事登録第 7318 号

株式会社 杉原設計事務所
【二.郵便番号】160‐ 0022
【ホ.所在地】 東京都新宿区新宿 1‐ 20‐ 18 花園公園ビル4階
【へ.電話番号】03‐ 3357-0432                '

※手数料欄

・
　

　

ル
・」
　

　

了

※受付欄 ※消防関係同意欄 ※決裁 I関 ※許可番号欄

年  月  日

号

員氏名

※ 公 ※公開による意見の
聴取の期 日欄

※建築審査会同意欄 ※都道府県都市計画
審議会又は市町村都
市計画審議会

年  月  日 年  月  日 年  月  日

第 号 第 号 号

員氏名 員氏名 員氏名



第 四十三号様 式 (第 十条の四関係)(A4)

許可申請書 (建築物 )

(第 一面 )

建築基準法第55条第4項 1号 の規定による許可を申請 します。 この申請書及び添付図書に記載の事項は、
事実に相違あ りません。

特定行政庁 町田市長 様

令和6年 8月 26日

申請者氏名 町田市代表者 市長 石阪 丈一

【1.申 請者】
イ

ロ

ハ

ニ
ホ

氏名のフリガナ】マチダンダイヒョウシャ ンチョウ インサ
ー
カ ン

｀
ョウイチ

氏名】    町田市代表者 市長 石阪 丈一
郵便番号】  194‐ 8520
住所】  町田市森野二丁目2番22号
電話番号】 047(722)3111

【2.設計者】
【イ.資格】     ( 1級
【口.氏名】      山崎
【ハ.建築士事務所名】 ( 1級

)建築士    ( 大臣 )登録第 191476 号
修一

)建築士事務所 (東京都 )知事登録第 7318 号
株式会社 杉原設計事務所

【ゼニ.郵便番号】160‐ 0022
【ホ。所在地】 東京都新宿区新宿 1‐ 20‐ 13 花園公園ビル4階
【へ.電話番号】03‐ 3857‐ 0432

※手数料欄

※受付欄 ※消防関係同意欄 ※決裁欄 ※許可番号欄

月 日年

第 号

係員氏名

※公 ※公開による意見の
聴取の期 日欄

※建築審査会同意欄 ※都道府県都市計画
審議会又は市町村都
市計画審議会

年  月  日 年  月  日 年  月  日

第 号 第 ‐ 第 号

係員氏名 係員氏名 係員氏名



１

２

３

４

５

６

７

８

９

(仮称)芹ヶ谷公園エレベーケー棟・デッキ設置工事
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申請理由書

特定行政庁

町田市長 石阪 丈一 様

2024年 7月 9日

申請者 町田市代表者 市長 石阪 丈一

芹ヶ谷公園エ レベーター棟整備事業 (以下、「本事業」と言 う。)で計画 して

いる「エレベータエ棟及びデ ッキ」は、主に公園内の高低差緩和を目的とし、高

齢者や身体の不 自由な方、こどもやベ ビーカー利用者など、公園利用者及び周辺

住民の移動を円滑化するために重要な公園施設です。

本事業の うち、建築物であるエ レベーター棟は、第一種低層住居専用地域内に

計画 してお りますが、建築基準法上の用途 としては、建築が認められてお りませ

ん。そのため、建築基準法第 48条第 1項ただし書きによる特例許可を受ける必

要があ り許可申請を行 うものです。

また、エ レベーター棟の建物高さは、公園の地形や施設の特性上、第一種低層

住居専用地域内における建築物の高さの限度 10mを超える 21,7mで計画 してお

ります。そのため、建築基準法第 55条第 4項第 1号の許可を受ける必要があ

り、今回併せて許可申請を行 うものでり。

1.公益性について

芹ヶ谷公園は、町田市の都市づ くりの基本方針を示す計画である「町田市

都市づ くりのマスタープラン」に示す土地利用の方向性の中で、「都市拠点に

おいて活用を図る公園」 として、多くの人が、町田の多様な文化芸術活動を

豊かな自然環境にふれあい、学び楽 しむことができる芸術の社にふさわしい

エ リアと位置付けられています。

さらに芹ヶ谷公園は都市計画公園に位置付けられてお り、計画建物である

エ レベーター棟は 「便益施設」に該当します。

また、芹ヶ谷公園は起伏に富んだ地形で、現在階段が設置 してある「森の

丘」から「せせ らぎ水路」の間でも高低差が 20m以上あ ります。以前から高

低差緩和について多 くの地元要望があり、エ レベーターの設置はその要望を

かなえるための施設計画です。特に、エ レベーターは高齢者や身体の不 自由

な方、こどもやベ ビーカー利用者など、階段の利用が困難な方々にとつて重

要な施設です。エ レベーターの存在により、これ らの方たも公園の各施設を



より円滑に行き来することが可育とになります。

エレベーター棟の位置については公園のほぼ中央に設置することで、公園

利用者及び周辺住民の方々にとって利用しやすい場所となるように計画し

ています。

2.良好な住居の環境への配慮

1)住環境及び公園利用者への配慮

本事業で計画 しているエ レベーター棟及びデ ッキは、主に公園内の高低差

解消を目的とし、従来の公園内の階段やスロープに加え、公園利用者及び周

辺住民の移動を円滑に行 うための施設です。この施設は公園のほぼ中央に位

置 し、周囲に広い空地を有 してお ります。近隣住宅から十分離れた距離にあ

り、施設利用による騒音や振動の影響はほぼなく、また、人の集中や交通量

が増加する施設ではないことから、現在の住環境を悪化 させることはありま

せん。

エ レベーター棟及びデッキは、公園の樹木に囲まれた谷戸の斜面地にある

ため、施設の日影が周辺の住宅地へ及ぼす影響はありません。

さらに、エ レベーター棟の外壁素材や色合いは、自然 と調和 し圧迫感や違

和感を与えないものを選定 します。

エ レベーター棟の東側住宅地に関しまして、エ レベーター棟から一番近い

住宅までの距離は 70m以 上あ り、公園内にはその住宅の目隠 しとなる樹木

が植樹 されているため、エ レベーター棟やデ ッキからの視線に関 しては十分

配慮ができています。エ レベーター棟の西側住宅地に関 しま しても、公園内

の樹木にさえぎられるため、エ レベーター棟やデ ッキからの視線に関しては

十分配慮ができています。工事の際にはこれらの樹木に影響を及ぼさないよ

う十分配慮して工事を行います。

2)自然環境への配慮

本事業のエレベーター棟及びデッキは、公園内の樹木が茂っている斜面

地に配置する計画としていますが、エレベーター棟及びデッキの建設に必

要な最小限の伐採にとどめます。基本設計では既存樹木への影響範囲を約

1850だ と想定しています。これは仮設計画範囲からプラス2mの範囲を対

象としています。 (搬入路で幅約 12m、 デッキ部分で幅約 10mの範囲)

この範囲には 152本の樹木が含まれており、そのうち28本はエレベーター

棟とデッキに当たるため撤去が必要です。工事に必要な作業スペースを確

保するために一時的に伐採した部分は、工事完了後に植樹等を行い復旧し



ます。具体的な復旧方法の一つ としてはエ レベーター棟及びデ ッキから「虹

と水の広場」など園内への見通 しを確保 した上で、デ ッキ周 りの樹林地には

中高木を、園路沿いには低木の補植 を計画 していきます。また復旧計画に当

たっては、将来的な樹冠の広が りを考慮 し適切な植栽間隔 と密度で行 うこ

とや、景観協議に基づき、よりよい配置を目指 し検討 してまい ります。

3)景観への配慮

エ レベーター棟は、公園内の樹木が茂つている斜面の中腹に建設するこ

とで高さをできる限 り抑え、かつ、公園の景観に溶け込むように、樹木で取

り囲むような配置 としています。

デ ッキは、樹木の間を通 り抜けるように配置 し、公園外からは樹木により

見えなくな ります。デ ッキを通過する利用者は、森の中を通 り抜ける感覚に

なるよう工夫 してお り、また、デ ッキの一部には、部分的に手す りと床をガ

ラスで造ったスペースを設け、公園内を眺めた り高低差を感 じられる施設 と

なるように考えています。

また、エ レベーター 自体の東面、北面をガラス張 りにすることで、エ レベ

ーター内部からも公園を眺望できるようにしています。

エ レベーター棟及びデ ジキの外観 につきましては公園全体の雰囲気 と樹

木に囲まれた環境に調和する材質 と色合いとなるものを選択 します。

本事業では景観協議を通 じて学識経験者である景観ア ドバイザーの意見

を取 り入れながら、公共施設が果たすべき役割の一つ として、芹ヶ谷公園一

体の景観づ くりに取 り組んでまい りますも

4)工事中の配慮

工事中の工事車両の通行に関しては、住宅街においては騒音・振動・粉塵

の対策 として公行運転を徹底 し、かつ深夜及び早朝、通学時間帯の通行は極

力行わないものとします。また必要に応 じ誘導員を配置することで歩行者・

公園利用者への安全に対 し配慮いた します。

以上の事か ら本件については、第一種低層住居専用地域内において、公園利用

者や近隣住民の利便性向上に資す る施設であ り、公益上やむを得ない計画であ

ることか ら、建築基準法第 48条第 1項ただ し書きによる許可を申請いたしま

す。

また、都市計画公園内に立地するため敷地の周囲に広い空地を有 し、周辺の低

層住宅に係 る良好な住居の環境を害することのないよう配慮 した計画 としてい

ることから、同法第 55条第 4項第 1号による許可を申請いた します。



申請敷地

匠
〕
| げ‐」 「‐却

申請敷地 敷地境界線

凡例

(仮 称)芹 ヶ谷公園エレベーター棟・ デッキ設置工事 広 域 図 S=1/5000 2



申請敷地

■
1

Ⅲ

ilヽ
、

二
●

=l

ゝ

,

谷公園

広場

||

~― ど

市
立
目
瞭

版
画
芸
術
鑢

轟
す

1

モ

|||IE 法42条第1項第1号道路

―
 法42条第1項第5号道路

申請敷地

道 路 種 別

□

凡   例

0 Iユ

3(仮 称)芹 ケ谷公園エレベ…ター棟・ デッキ設置工事 案 内 図 S=1/2500



申請敷地

凡  例

申請敷地隠

物の主要用途

第一種低層住居専用地域

第一種中高層住居専用地域

第二種中高層住居専用地域

劾 近隣商業地域

商業地域

二

多 目

イ

一
・
ｒ
“‐

．
． ＝
． 「

「一
一一一一一
一

肝
ｆ
そ
鶴

・

一

一

，

　

一

一

．

　

　

一

卜

を

1

|

i

イ醒

i浮 上F^・
イ
=~‐ 1

'■            _ょ

|―

~~

．Ｔ
　
ｉ
ｒ
・

,・  I
‐`一‐、デ

(ユ

竹海争奪i

居
一

家
与

・杵
一手
】）

痺

∫手li

´

層

Ⅲl

ギｔ，生

|=

市
立
回
除

服
画
美
術
能

4(仮 称)芹 ヶ谷公園エレベ…ター棟・ デッキ設置工事 用 途 地 域 図 S=1/2500



申請敷地

Ｆ
ｔ
韓

:｀

1

1

|

|

〓一一〓

玉
、

ド

r_~l

多目

せ

ゝ

′

ぽ ヨ
畦

l,I

ヽ

Ⅲ

/

谷公園

虹と水の

広場

fi

|.‐
ｔ

‘

”

ｉ

住宅、兼用住宅

共同住宅

||||1 店舗、飲食店等

学校t図書館、保育所等

官公庁、公会堂等

||||1 病院、診療所

申請敷地

築物の主要用途

凡  例

′と`共 258田 0で 全

5(仮 称)芹 ケ谷公園エレベーター棟・ デッキ設置工事 付 近 現 況 図 S=1/2500



デッキ設置 6(仮 称)芹 ヶ谷公園エレベ…ター棟・ 工 事 配  置  図 S=1/500
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No.1

件名 :芹ヶ谷公園EV棟

現況写真

版画美術館と前面道路

No.2

件名 :芹ヶ谷公園EV棟

現況写真

版画美術館前 通路

No.3

件名 :芹ヶ谷公園EV棟

現況写真

公園内 通路

※噴水方向

7 2



No.4

件名 :芹ヶ谷公園EV棟

現況写真

公園内 通路 公衆便所

No.5

件名 :芹ヶ谷公園EV棟

現況写真

計画地
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No.6

件名 :芹ヶ谷公園EV棟
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No.7

件名 :芹ヶ谷公園EV棟

現況写真

計画地
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件名 :芹ヶ谷公園EV棟
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現況写真
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No.10

件名 :芹ヶ谷公園EV棟

現況写真

計画地

既存擁壁

No.11

件名 :芹ヶ谷公園EV棟

現況写真

計画地

既存擁壁

No.12

件名 :芹ヶ谷公園EV棟
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No.13

件名 :芹ヶ谷公園EV棟

現況写真

デッキ設置階近くの広場

No.14

件名 :芹ヶ谷公園EV棟

現況写真

デッキ設置付近の通路入口

No.15

件名 :芹ヶ谷公園EV棟

現況写真

デッキ入口付近
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記号 底辺 高 さ 係数 面積

① 2 45+2 55 0.6 0.5 1 500
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事前周知結果報告 (要約版)

対象人数 約 30人    ご意見を頂いた人数 約 20人

主な意見内容

2024年 9月 9日

対応内容

③・②・③ エレベーター棟及びデッキは、主に公園内の高低差緩和を目的とし、高齢者や体の不自由な方、こどもや

ベビーカー利用者など、公園利用者及び周辺住民の移動を円滑化するために必要な公園施設であること、

また、周辺町内会から要望をいただいている旨説明した。

③・② 土砂災害特別警戒区域 (レ ッドゾーン)か らは外れますが、土砂災害警戒区域 (イ エローブーン)に はかかって

きます。そういった条件を考慮して、エレベーターやデッキの構造については安全なものとなるよう設計してい

く旨説明した。

③ 樹木の伐採は必要最小限にとどめるように計画していること、また、エレベーターエ事に支障となる樹木については、

整備後に補植を行う旨説明した。

② 芹ヶ谷公園全イ本としての維持管理、整備を行っていく旨説明し、ご意見について公園管理担当に共有する旨お伝え

した。

③ エレベーターやデッキと周辺住宅との間にある目隠しとなる木を伐採することはない旨説明した。

① エレベーターの位置については、様々な目的を持った利用者が便利に利用できるよう計画しており、具体的には公同の

中心部にある広場や、版画美術館といった目的地にアクセスしやすいように考えている旨説明した。

① エレベーターの利用時間については、防犯上の観点も考慮しながら、できるだけ多くの方が利用できるように今後決め

ていく旨説明した。

② エレベーターやデッキと周辺住宅との間にある目隠しとなる木は伐採しないため、覗かれる心配はない旨説明した。

③・④ 森の丘からせせらぎ水路に向かう階段やスロープ利用者がエレベーターを利用することを想定しており、その他

の園路の人通りが増えるものではない旨説明した。

⑤ エレベーターヘの防犯カメラ設置等についても今後検討を進め、安全性確保に努める旨説明した。

③ o⑦ デッキヘの防犯カメラや照明の設吾など、防犯上の対策を検討している旨説明した。

③ 高欄の高さ1lmに ついては防護柵 (転落防止柵)の設置基準を遵守しており、安全である旨説明した。

内容

①エレベーターは必要ない。

②エレベーターがほしいといった要望が出ているのか。

③今ある園路で十分である。

①地盤は大文夫なのか。

②土砂災害警戒区域があるが、大丈夫なのか。

③環境を大きく壊す今回の計画には反対。木、森、自然を残して

ほしい。

②緑を保全しもっとメンテナンスを行ってほしい。

③目隠しになる木はどうなるのか。

③既存の遊歩道と版画美術館の北側壁に沿って設置すれば、来館者、

近隣住民の希望にかなったものとなり、予算的にも削減できると

思う。

①エレベーターの運転時間について。

②エレベーターやデッキから覗かれることはないのか。

③園路の人通りが増えるのではないか。

①夜の人通りが増えること、人が溜まることについて不安がある。

⑤エレベーターは密室になるもので安全性に不安がある。

⑥デッキの展望コーナーは、逃げ場のないところに人のとどまる

コーナーを設けることとなり、防犯上問題がある。

①照明は設置されるのか。

③デッキから落下する危険がある。

事業全般

地盤

崖

樹木

公園管理

位置

運転時間

フ
°
ライ′ヽ シー

防犯

安全性 等
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① 工事車両の進入経路等については、彫刻噴水側からを予定しており、住民の車の出入りには影響ない旨説明した。

①・③ 今回計画しているエレベーターを含む動線が、既存のスロープに代わる新たな勤線となることで安全を確保して

いく旨説明した心

② ペットの搭乗については、今後運用の中で決定していく旨説明し、犬の散歩ルー トについても検討していく旨説明

した。

③ 2023年 度の基本設計時点の概算で約7.8億 と見込んでおりますが、今後さらに増額となる可能性がある旨説明した。

①工事のアプローチと、車の出入りへの影響について。

①スロープを整備して誰もがいつでも自由に、安全に歩ける公園に

してほしい。

②エレベーターにペットは乗せられるのか。犬のためにスロープを

残してほしい。

③今ある園路で十分です。

①エレベーターに賛成。人通りが多くなると防犯上よい。

②平レベーターはあった方が良い。

③工事費はいくらかかるのか。

工事

回路

その他
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(仮称)芹ヶ谷公園エレベーター棟・デッキ設置工事  「公開による意見の聴取」における主なご意見と回答 (要約版)

公開による意見の聴取日 :2024年 10月 2日  14日寺30分より (利害関係人 :7名 / 傍聴人 :1名 )

【特定行政庁からの質問と回答】

対応内容

芹ヶ谷公園は都市計画公園であり、「町田市都市づくりのマスタープラン」においては、「都市拠点にお

いて活用を図る公園」として位置付けられています。計画建物であるエレベーター棟は「便益施設」に該

選します。

また、芹ヶ谷公同は起伏に富んだ地形で、以前から高低差緩和について多くの地域の方々からの要望があ

り、エレベーターの設置はその要望をかなえるための施設計画です。

エレベーター棟の位置は公園のほば中央に設置する予定で、都市計画公園である芹ヶ谷公園には、様々な

利用目的を持った多くの市民の方々が来園しますので、そういった利用者及び周辺住民の方々にとって利

用 しやすい場所にエレベーターを設置することは、公益性を有する事業であると考えています。

エレベーターの位置については、一つの検討項目だけで決めているのではなく、例えば利便性で考える

と、噴水方面の利用者だけでなく、せせらぎ水路側の利用者にとっても利用 しやすい距離ということで、

バランスを考慮 した位置にしています。また、景観への配慮を考えると、樹林地の中に溶け込むような位

置に配署Lすることで、利用者にとっては違和感を与えないようにすることや、安全性の観点からは土砂災

害特別警戒区域 (レ ッドゾーン)に かからないこと、施工方法については自然への影響に配慮 した工法を

検討するなど、複数の検討項目を総合 して検証 した結果、現在の位置に決定 しました。

運営時間については、早朝や夜間の防犯上の観点も考慮 しながら、できるだけ幅広い多くの方が利用でき

る時間帯を利用できるようにします。

管理体制については、緊急時にはエレベーターの中から公園の管理事務所に連絡が取れるようにするなど

し、公園内に常駐する警備員と連絡がとれる体制を整えます。

内容

本計画の公益性について、都市計画公園の中に設置され

ることによる市民への公益性について、具体的にご説明

ください。

本計画建物をこの位置に計画する理由について具体的に

ご説明ください。

本計画建物の管理イ本制、運営時間についてご説明くださ

い 。

1

2

3
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対応内容

災害時、発災時における計画敷地内の安全対策としては、日頃から当該地が土砂災害警戒区域であること

とその危険性について周知を行います。また、実際に豪雨等の際の安全対策としては、公園管理者が雨量

情報や土砂災害警戒情報等を把握 して、現地の点検を行い、必要と判断 した場合には、園路の通行止めや

エレベーターの利用中止等の措置を行います。

既存樹木の伐採については、エレベーター1東及びデッキの建設に必要な最小限度の伐採にとどめ、また、

工事に必要な作業動線などを確保するために一時的に伐採が必要となる部分は、工事完了後に将来的な樹

冠の広がりも考慮 した上で、適切な植栽間隔、密度で復旧植栽を行います。基本設計では、既存樹木の影

響範囲を約1,850席 と想定 していますが、この範囲には152本 の樹木が含まれており、そのうち28本 はエレ

ベーター棟 とデッキに当たるため撤去が必要です。復旧植栽には「虹と水の広場」への見通 しを確保 した

上で、デッキ周 りの樹林地には中高木を、囲路沿いには低木の補植も計画 [ノていきます。この復旧計画に

ついては景観協議を行い、学識経験者である景観ア ドバイザーのア ドバイスも踏まえて周辺環境に配慮 し

ます。

芹ヶ谷公園では、これまで数年かけて継続的に計画的な伐採や剪定作業を実施 してお り、回遊性を確保す

ることに取組んでいます。引き続き樹木の健全化と利用者の安全性の確保、そして市街地の中の樹林地に

必要な明るい樹林環境の創出に向けた取 り組みをこれからも継続 していきます。

今回の計画敷地においても、必要最低限、危険と判断された樹木は伐採を行いますが、復旧計画について

は景観協議、学識経験者の方のア ドバイスを踏まえながら、周辺環境に配慮 した計画にしていきます。

プライバンーについて、住宅とエレベーターとの間にはかなり距離があり、その間に公園の常緑樹、高木

が列植されており、エレベーター棟あるいはデッキから国内を見渡 したときの目隠しにもなっているた

め、工事の際はこれらの目隠しになっている樹木に影響を及ぼさないように、適切な施工計画に基づいて

進めます。

景観的には、学識経験者の方からのア ドバイスを踏まえ周辺環境に配慮 した計画としており、樹林地の中

に少し埋没するような位置とし、周囲に溶け込み圧迫感を出さないよう配慮 します。またエレベーター自

体の素材、外壁の素材もほかの樹林地となじむような外壁の素材を用いるなど、公園の景観に違和感を与

えないように検討を進めます。

内容

大雨、地震時、停電時等の災害時の本計画建物の運営に

ついてご説明ください。

本計画に伴 う既存樹木の伐採、新たな植栽計画につい

て、具体的に伐採範囲や残る範囲、新たな植栽範囲が分

かるようにご説明ください。

最近、樹木の倒木などによる事故を耳にしますが、本計

画敷地を合めた芹ヶ谷公園全体 として、樹木の管理をど

のように考えているかご説明ください。

本計画敷地の近隣住民の住環境に対する配慮について、

騒音、プライバシー、景観の3点 についてご説明くださ

い。

4

5
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対応内容

エレベーターの室内、乗降口及びデッキ通路部分には監視カメラを設置する予定です。また、エレベータ

室内が屋外乗降口から見えるように扉にはガラス窓を設置 します。さらに、エレベーター棟及びデッキに

は防犯対策としての照明を設置いた します。緊急時にはエレベーターかご内から公園の管理事務所に連絡

が取れるように、公園内に常駐する警備員と連携がとれる体制を整えます。

内容

本計画における防犯面について、エレベーター棟、デッ

キそれぞれの防犯対策についてご説明ください。
8

15-3



【利害関係人からの質問と回答】

(仮称)芹 ヶ谷公園エレベーター棟・デッキ設署L工事  「公開による意見の聴取」における主なご意見と回答 (要約版)

公開による意見の聴取日 :2024年 10月 2日  14日寺30分より (利害関係人 :7名 / 傍聴人 :1名 )

回答

工芸美術館とは別計画のため、同じ設計者を選定するということはしておりません。

エ レベーター棟については、長 らく地域の方々からご要望を頂いている施設であ り、公園内の利便性向上の

ために必要な施設であると考えてお りますので、工芸美術館の進捗状況 とは別に、単独で事業を進めている

ものです。

エ レベーターではな く代替の手段 としてバスの運行を考 えた方がいいのではないか ということについて、

芹 ヶ谷公頭の場合、公園に至るまでの道路自体が鋭角に曲がっていて大 きなバスは入れないことや、道路の

傾斜が大 きいと路線バスは運行できないなどの問題があ り、バスの運行は難 しいという整理を してお りま

す。

事業費については、現在の状況では7.8億円という予定です。予算のかけ方に関 しては、芹ヶ谷公園のエ レ

ベーターだけを進めているということではな く、市全体の事業を進める中で、優先順位を精査 しながら全体

の事業を進めているところです。公共施設の老朽化については市全体 としても課題 としてとらえてお り、適

切 に更新 して、計画的に進めていこうと取 り組んでいるところで、エ レベーター棟が先 ということではな

く、同時に進めているところです。

現在はせ りがや会館側からが芹ヶ谷公函のメインの入口と捉えていることからこの位置となっています。版

画美術館方面及び流鏑馬や町田時代祭 りを行う多目的広場方面からの中央付近、どちら側にも行きやすいよ

うバランスを取つた位置に計画 しております。

内容

工芸館のデザインと調和がとれるよう同 じ設計者を選定 し

ているのか、それとも別の設計者なのか。

本来用途上建築出来ないものを無理 して造らなくてもよい

のではないか。工芸館とセットで造るという説明が以前に

あったが、先行 して作る必要があるのか。

わざわざ緑を切 って、地盤 もいいと思えないこの場所 に工

レベーターを建設する必要があるのか。移動の利便性 とい

うことなら、 まちっこを通 した方が版画美術館 にも芹 ヶ谷

公園にも来やすいと思 う。建設費用が7億 とか8億 とのこと

だが、 これだけの予算があるな ら、防災面や、高度成長期

に建てた建物 とか橋 とかインフラなどの老朽化対策にお金

をかけるべ きで、新 しい建物を急 ぐ必要 はないのではない

ア)ヽ。

版画美術館に近いところにもっと簡易的なエ レベーターあ

るいはエスカレーター等で高低差を解消 してほしいという

のが当初の希望だったが、現在の計画は立派すぎて趣旨が

違 う。将来的に原町田大通 りが延仲 されればそちらが芹ヶ

谷公園へのメインのルー トとな り、そち ら側 にエ レベー

ター設置の要望が出るはずで、今回のエ レベーターは、目

的が不明確で中途半端な感 じがする。

計画

計 画

計 画

計画

1

2

3

4
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工事中は、スロープの真上に施工することとなるため、安全確保のためスロープの一部は通行止めとなりま

す。階段は使用できますが、自転車が通れる代替えルー トは現在のところあ|り ません。一般の道路を大回り

するというご不便をおかけしますが、ご了承いただければと思います。

また、工芸美術館によリス回―プが途切れることについて、工芸美術館とは別に公園利用者のためのエレ

ベーターを設けるということから、スロープは一部を解体するという決定をしたもので、両立は難 しかった

と考えております。

エレベーターの位置については、かなり以前から、今回の建設地である階段付近にエレベーターが欲 しいと

いう地域の要望だったと認識 しております。また、スロープで自転車を押 して上がったり下がった りはでき

るが、 300mほ どのかなり長い距離を押 していくのが大変だという意見もあり、公囲を利用する全ての方

に対 してバ リアフリーの確保ができるということで、この位置にエレベーターを設置することにしたもので

す。

イエロープーンというのは敷地の形状で一律危険かということではなく、また、指定されている部分に建物

を建ててはいけないということでもありません。斜面地に建てることになるため、安全性、特に転倒、地滑

り、斜面の崩壊等に対して安全なように杭基礎などの工法を検討して進めていきます。

回答

不審者については公園管理の中できちんと把握 していかなくてはいけないと認識 しており、防犯上の対策と

して巡回を行うなど、公園の利用状況に合わせて対応を進めていく必要があると考えてお ります⊃

園路の階段 より南側、工芸美術館の建設地については、一部でスロープが階段 とな り分断されることにな り

ます。そこで、バ リアフリーのルー トを確保するために今回のエ レベーターを設置するものです。運営時間

について、詳細な時間はまだ決定 していませんが、早朝から夜遅 くまで、通勤帰 りの方が通る時間帯がある

というのも聞いていますので、なるべ く長 く運営できるように考えてお ります。ただ、防犯上の課題 もあ

り、深夜帯に運行を停止することについてはご了承いただければと思います。

内容

連絡通路 は非常に高 く、真ん「

な場所 があるため、不審者 が

ターを利用できな くなる。人ラ

ないように全体に配慮が必要で

伸にハ ンモ ックで休めるよう

滞留 した ら怖 くてエ レベー

ダ滞留 して危険な事故が起 き

はないか。

されるのか。エレベーターが出来ても24時間稼働ではない

ので、ス回―プは必要である。

工事期間中ス回―プが 2年間も使えなくなることについ

て、どのような配慮がなされるのか。また、工芸館により

スロープが途切れることについて、スロープとエレベー

ターが一緒に利用できるような設計はできなかったのか。

エレベーターの位看畦について、もっと別の場所もあったの

では。スロープがつながっているから利用 したいのであう

て、エレベーターは必要ない。

イエローゾーン (土砂災害警戒区域)に杭基礎で建設する

にあたり、建築基準法を満たしていても地盤が緩いと倒壊

してしまうというような報道もある。建築基準法では予測

しうる地震では倒壊 しないということ目的としているが、

最近は想定外の地震が何度も起きているので、本当に安全

なのかもう一度考えてほしい。

計画

計画

計 画

計 画7

8

5

6
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回答

芹ヶ谷公園に限らず緑地の樹木の管理は大きな課題だと捉えております。点′↑食を強化 したり、見回りをする

など、危険な樹木について、人が通る歩道の下など安全性に直接影響があるところは優先的に伐採を進めて

いるところです。引き続き安全確保のため努力 してまいります。

工事車両の搬入ルー トは、版画美術館側か第二中学校側のどちらかで検討をしていますが、工事受注者が決

まってから決定 します。騒音振動についてはまったく出ないということは言えませんが、使用する機械や工

法について、騒音振動が少ないものを使用するよう配慮 して進めていきます。

エ レベーター棟の工事車両のルー トとしては、せ りがや会館側からの搬入は考えていません。なお、工芸美

術館の工事 においては、せ りがや会館側か らを工事車両のルー トとすることも検討のひとつに入 っていま

す。

工期については、まず、エレベーターの製作に1年以上かかるという状況、それから、公周の中は平らでは

なく、工事エリアを作るのに時間がかかってしまいます。また、公園を利用 していただきながら安全面を確

保 したうえで工事を行うため、とても時間がかかる工事となり、全体で1年半はかかるものと考えています

が、極力必要最低限で一番短い工期でやる計画としていきます。工事中、噴水広場は閉鎖 しないで工事を行

う予定で、せせらぎ水路は、第二中学校側からの工事搬入路とした場合は影響がないと考えていますが、工

芸美術館や体験工房の工事も関連 してくるため、閉鎖せずに工事を行うのは難 しいのではないかと考えてい

ます。

ガラスからの光の反射については、住宅地との間には常緑樹の樹木があるので、直接光があたるということ

はないと考えています。エレベーター棟本体は今の樹木の高さと同じくらいで、ガラス張 りの部分は緑の中

に埋まってしまうと考えてお り、緑より上に出る部分は膜屋根の部分だけとなるので、直接膜屋根が反射す

るということはないと考えています。

内容

公園全体で樹木の管理が悪く、倒木も複数ある。樹木の管

理を優先すべきではないか。

工事中の振動や、工事車両のルー トはどうなるのか。

せ りがや会館側から工事車両を入れると以前聞いたが、ど

うなるのか。

工期が1年半に渡るということだが、せせらぎ水路や噴水広

場など、できるだけ子どもたちなどの遊び場を使用できる

ように工事を行ってほしい。

第二中学校側からのルー トで工事を行えばせせらぎ水路に

影響はないのでは。

エレベーター棟最上部のガラス張 りの部分に朝日があた

り、住宅側に反射する。全面ガラスのデザインは、周 りに

予定されているものや既存のものとの景観的な調和がそぐ

わないと感 じる。素材を選び全面壁としたほうが、緑の風

景にそぐうのではないか。

樹木

工事

工事

工事

景観

9

10

11

12

13
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回答

膜屋根はデザイン上のものです。ライトアップに関しては、住宅地との間には常緑樹の樹木があり、支障

ない形でできると考えています。なお、膜屋根への光源の当て方などは、今後も検討 していきます。建物の

周 りの樹木はおよそ20m程度で、膜屋根の部分のみ少 し樹木の上た出て しまうと考えています。建設場所

は、噴水側に寄せて しまうと独立 して一本の棒が建っているようになって しまうため、樹林地の中に入れ

て、高さもその分少し下がつた形でなるべく目立たないように設計を進めています。

本日の公聴会は、建築基準法に基づく手続きとして、市の基準において計画敷地のおおむね 50mの範囲に

土地家屋を所有する方を利害関係人として意見を聴取 しています。

法律上の手続きである本国の公聴会とは別に、芹ケ谷公囲パークミュージアム整備事業を進めるにあた り、

今回のエ レベーター整備については、2023年 5月 に事業説明会を行い広 く説明をしてお り、また、パーク

ミュージアム会議において地域の代表者の方へも説明を行い周知を図つています。いろいろな意見があるこ

とは承知 していますが、エレベーターの設置は必要なものと認識 してお り、建設を中止するという考えは

持ってお りません。建築基準法による手続きとしての公聴会は今 日限りですが、今後も、パークミュージア

ム整備事業全体のお話として、地域の方々に理解が得られるよう、必要に応 じて説明を行ってまいります。

内容

膜屋根はろうそ くのデザインのためにあるのか、それとも

設備機械等を隠すためのものなのか。膜屋根のライ トアッ

プは周辺の住宅に対 して光害 となるのでやめて、高さを下

げてほしい。景観を守るために樹木で建物が隠れるように

するということだが、約25mも しくは膜屋根がないと約19

mの高さが実際に樹木で隠れるのか。一部スロープを用い

るとか、二段階のエレベーターにするとか、少し掘ると

か、高さを下げて、景観をなるべく損なわないように検討

できるのではないか。

利害関係人 と実際の公園利用者 とが全 く違 うように思 う。

私たちは何の利害関係でここに呼ばれているのか。限られ

た人たちだけで公聴会を行うことに賛同できない。

毎 日公園を使 っている人や公園を通る人すべてが利害関係

人ではないか。もっと広 く、 この公園を利用 している人た

ちと意見を交わ しながら進めていくべきではないか。エレ

ベーターが必要ないという意見は反映されず、建設あ りき

で進むのか。計画に対 してどう思 うのか、利害関係人以外

の地域住民を集めて意見を聞く場を設けてほしい。

景観

許可

その他
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